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第１回 可児市都市計画審議会議事録 

 

１．開 会 日  平成 29 年 10 月 16 日（月曜日）  開会時間：午後２時 00 分 

閉会時間：午後３時 15分 

 

２．開会場所  可児市役所５階第１委員会室 

 

３．出席委員  都市計画審議会 会長       伊藤 栄一 

都市計画審議会 会長職務代理者  倉内 文孝 

都市計画審議会 委員       大平 伸二 

田原 理香 

野呂 和久 

林  則 夫 

黒見 敏丈 

野原 克浩 

加藤 幸治 

可児 征子 

川崎 愛彩 

谷口 新二 

長谷川 彰 

菱川 幸夫 

 

４．事務局   副市長              髙木 伸二 

建設部長             三好 英隆 

都市計画課長           田上 元一 

都市計画課 都市政策係長     後藤 政幸 

都市計画課 都市政策係      渡邊 真史 

 

５．議 案  報告第１号 可児市都市計画審議会について 

報告第２号 可児市の都市計画について 

 

６．会議内容  以下のとおり 

 

事務局が新たな任期に伴う事項までの司会進行を行った。 

会長が伊藤栄一氏、会長職務代理者が倉内文孝氏と決定した。 
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伊藤会長 

 

 

 

伊藤会長 

 

 

 

 

伊藤会長 

 

田原委員 

 

 

 

伊藤会長 

 

 

 

長谷川委員 

 

 

 

事務局 田上 

 

 

 

 

黒見委員 

 

 

 

事務局 田上 

 

 

 

 

伊藤会長 

それでは、報告第一号について事務局より説明願います。 

 

 

 

何かご質問等はないか。 

 それでは、報告第二号について事務局より説明願います。 

 

 

 

何かご質問等はないか。 

 

 都市マスに誘導を図る等の記載があっても、他の権利等によっ

て達成が困難になることもあるが、絵に描いた餅にならないよう

実現していかなければならないと考えている。 

 

 都市マスの将来像を実現させるためには、市だけではなく市民

の後押しも必要になってくるため、この審議会において有益な意

見をいただきたい。 

 

 平成 31年度に見直しとなる区域マスタープランについては、市

民や市の意向はどのように反映されるのか。また、見直しにおけ

るこの審議会の役割は。 

 

 国や県が策定するものについては、この審議会において意見を

出すことができるため、策定前にお諮りする。また、区域マスタ

ープランは市と連携して策定されるため、その中で都市計画マス

タープランの内容と齟齬がないか等は、注視したい。 

  

 非線引きの中でまちづくりを進めていくには、市民が地区レベ

ルでまちづくりを考えていくことが重要かと思うが、このことを

市として後押しする制度についてお聞かせいただきたい。 

 

 平成 16年に可児市市民参画と協働のまちづくり条例を制定し、

地域のまちづくりをバックアップする仕組みが作られている。こ

れにより、都市計画法の線引きという手法ではなく、地域毎に特

色のあるまちづくりを進めていけるのではないかと考えている。 

 

 可児市は市民が参画してまちづくりをしていくことをずっと取

報告第一号    事務局より 資料１に基づき説明 

報告第二号    事務局より 資料２に基づき説明 
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倉内委員 

 

 

事務局 田上 

 

 

 

 

 

 

 

菱川委員 

 

 

可児委員 

 

 

伊藤会長 

 

谷口委員 

 

 

川崎委員 

 

 

伊藤会長 

 

 

 

 

 

 

り組んできたが、それ相当の年月が経ち問題点も見えてきている

ため、見直しの時期にきているかと思う。この審議会では、都市

計画からの視点になるかと思うが、市のまちづくりについて、皆

さんのご意見をいただきながら考えていきたい。 

 

 既に市街化されている地域については、どのような方針を持っ

ているのか。また、公共交通についてどうか。 

 

 都市的土地利用推進地よりもまずは、用途地域内へ誘導するこ

とを基本と考えている。今年度の後期より、開発の許可基準を若

干緩和することにより、より用途地域内への開発の誘導を図って

いるところである。公共交通については、市内各地の拠点を結ぶ

手段として充実を図るとしている。また、公共交通担当係におい

て、公共交通網形成計画の策定を進めているが、まちづくりとリ

ンクする計画となるようにしていきたい。 

 

 既存の道路の拡張等、今ある問題を解決していくことも都市計

画だ。 

 

 優良農地の保全とあるが、耕作放棄地も多いため、都市的土地

利用を考えるべきだ。 

 

 農地は多様な役割があるため、非常に重要な問題である。 

 

 身近な問題として、休耕地や公園等の管理は大切であると感じ

ている。 

 

 出かけるときは市外に出ることもあり、可児市はまだ足りない

ものがあると感じている。 

 

 たくさんのご意見をいただいた。今後、具体的な案件が出てく

るだろうが、その際もご意見をいただければと思う。本日の議題

は以上で終了とする。 

 

 

 

 

 

事務局から事務連絡を行った。 

事務局が閉会を宣言した。 


